
仮 1（ H1 ）

得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 1（H 1 ）

［第714号］展示と催し物案内

2-
3   

秋
の
特
別
公
開
﹇
秋
の
特
別
公
開 

贈
ら
れ
た
名
品
／
広
田
不
孤
斎
の
茶
道
具
／

徳
川
本
の
世
界
̶
多
様
性
と
そ
の
魅
力
／
大
正
元
年
̶
帝
室
技
芸
員
か
ら
の
寄
贈
品
﹈   

4-

5  

2
0
1
2
夏
・
秋 

特
別
展
の
イ
チ
オ
シ
！  

特
別
展 「
青
山
杉
雨
の
眼
と
書
」／

特
別
展「
中
国
山
水
画
の
20
世
紀
̶
中
国
美
術
館
名
品
選
̶
」／

特
別
展 「
中
国 

王
朝
の
至
宝
」／
特
別
展 「
出
雲
̶
聖
地
の
至
宝
̶
」   

6  

2
0
1
3
年
1
月
2
日 

東
洋
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！   

7  

教
え
て
！
な
ぜ
な
に
ト
ー
ハ
ク
̶
其
の
4
̶    

8-

11  
総
合
文
化
展 

見
ど
こ
ろ
案
内 

2
0
1
2
年
8
月
・
9
月   

日
本
美
術
の
流
れ
／
特
集
陳
列「
生
誕
1
5
0
年 

帝
室
博
物
館
総
長 

森
鷗
外
」／

特
集
陳
列「
運
慶
周
辺
と
康
円
の
仏
像
」／
特
集
陳
列「
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
の
博
物
館
」 

ほ
か

12-

13  
み
ど
り
の
ラ
イ
オ
ン 

教
育
普
及
事
業 ﹇
講
演
会
／
子
ど
も
ツ
ア
ー
＆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
ア
ー「
ト
ー
ハ
ク
劇
場
へ
よ
う
こ
そ
！
」 
ほ
か
﹈   

13  
保
存
と
修
理
情
報
⑫    

14  
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N    

15 
T
O
P
I
C
S    

16  
東
京
国
立
博
物
館 

2
0
1
2
年 

8
月
・
9
月
の
展
示
・
催
し
物
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寄
贈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た

1
4
0
周
年
特
集
陳
列

広
田
不ふ
っ

孤こ

斎さ
い（
一
八
九
七
〜
一
九
七

三
、
松
繁
）は
、
十
二
歳
の
若
さ
で

古
美
術
商
の
世
界
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
鑑

賞
陶
器
と
呼
ば
れ
る
分
野
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
活
躍
さ
れ
、
昭
和
二
十
二
年（
一
九

四
七
）、
四
十
二
年
、
四
十
七
年
の
三
回
に

わ
た
り
、
中
国
陶
磁
を
中
心
と
す
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
ほ
ぼ
す
べ
て
、
四
百
九
十
六
点

を
当
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
晩
年

茶
の
湯
に
傾
倒
し
た
こ
と
か
ら
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
は
茶
道
具
の
優
品
も
多
く
、
当
館
の

展
示
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

（
今
井
敦
）

当
館
に
は
一
万
八
千
件
ほ
ど
の
和
書

が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
一
万
二
千
件
あ
ま
り
が
昭
和
十
八
年
に

一
橋
徳
川
家
第
十

代
当
主
で
あ
っ
た
徳

川
宗
敬
氏
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
を
徳
川
本
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
徳
川
本

は
そ
の
大
部
分
が
江
戸
か
ら
明
治
時
代
に

刊
行
・
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
美
術
・
武
芸
・

学
問
・
風
俗
・
地
理
な
ど
、
様
々
な
分
野
の

和
書
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

本
特
集
陳
列
で
は
徳
川
本
の
中
か
ら
優
品

を
素
材
に
、
多
様
さ
と
そ
こ
に
見
ら
れ
る

様
々
な
表
現
を
紹
介
し
ま
す
。（
三
輪
紫
都
香
）

140
年
の
歴
史
を
経
た
東
京
国
立
博
物
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
各
時
代
の
心
あ

る
方
々
か
ら
の
寄
贈
品
が
多
数
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
当
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
作

品
の
か
な
り
の
部
分
が
寄
贈
品
で
あ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、1
4
0
周
年
記
念
展
示
の
一
環
と
し
て
、

こ
れ
ら
寄
贈
品
の
中
か
ら
国
宝
・
重
要
文
化
財
の

指
定
を
受
け
た
優
品
を
一
堂
に
選
り
す
ぐ
っ
て
公

開
し
、
多
く
の
方
々
の
当
館
へ
の
ご
厚
意
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
博
物
館
の
活
動
の
中
で

寄
贈
品
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
事
実

を
、
あ
ら
た
め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

秋
の
一
時
、
長
く
国
民
の
皆
さ
ん
の
支
え
に
よ
っ

て
充
実
し
て
き
た
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
粋
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
田
良
島
哲
）

列品解説 「広田不孤斎の茶道具について」
9月21日（金）16：00 ～16：30　本館4室  講師：今井敦（博物館教育課長）

行上人伝

親美氏寄

子・他
た

阿
あ

で知られ
品

宣和6年

たため、
す。
家11代

●1  ◎一休和尚像 

没倫紹等賛  室町時代・15世紀  
岡崎正也氏寄贈
こちらをじっと見つめる視線が印象的。
日本の肖像画史上の傑作

●2  ◎青花魚藻文壺  

景徳鎮窯  元時代・14世紀
田中芳男氏寄贈
珍しく日本に伝来した中国元時代の青花磁器です。
当館の創設者のひとり田中芳男氏からの寄贈品

彫三島茶碗  銘 木村   
朝鮮時代・16～17世紀 
広田松繁氏寄贈
花文が外側にもあることから、
「外花手」と呼ばれ珍重されます柑橘譜　

服部雪斎編  
明治時代・19世紀　
徳川宗敬氏寄贈
様々な種類の柑橘類を
写実的に描いて紹介し
たみかんの図鑑です

◉は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。とくに表記のないものは東京国立博物館所蔵です。

東
京
国
立
博
物
館
1
4
0
周
年
イ
ベ
ン
ト

「
秋
の
特
別
公
開 

贈
ら
れ
た
名
品
」

9
月
15
日（
土
）│
9
月
30
日（
日
）  

本
館
特
別
1
・
2
室

東
京
国
立
博
物
館
1
4
0
周
年
特
集
陳
列

「
広
田
不
孤
斎
の
茶
道
具
」

9
月
4
日（
火
）│
11
月
25
日（
日
）　
本
館
4
室

「
徳
川
本
の
世
界
│
多
様
性
と
そ
の
魅
力
」

9
月
11
日（
火
）│
11
月
4
日（
日
）   

本
館
16
室

です。す。

ト
ー
ハ
ク
の
1
4
0
周
年
の
テ
ー
マ
は「
ブ
ン
カ
の
ち
か
ら
に
あ
り
が
と
う
！
」で
す
。

秋
は
お
客
様
へ
の「
あ
り
が
と
う
」と
と
も
に
、

作
品
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
寄
贈
品
の
名
品
を
公
開
し
ま
す
。

館
の
歴
史
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
加
え
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
で
、

い
つ
も
よ
り
さ
ら
に
一
歩
、
ト
ー
ハ
ク
を
身
近
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

（

（

9
月
15
日（
土
）│
9
月
30
日（
日
）

秋
の
特
別
公
開

長） ●2 

●1

得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 2（ 2 ）
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を
素
材
に

多
様
さ
と
そ
こ
に
見
ら
れ
る

様
々
な
表
現
を
紹
介
し
ま
す
。（
三
輪
紫
都
香
）

今
か
ら
百
年
前
の
大
正
元
年（
一
九

一
二
）十
二
月
、
当
時
の
帝
室
技
芸

員
二
十
二
名
と
、
そ
の
前
年
に
亡
く
な
っ
て

い
た
二
名
の
遺
族
か
ら
三
十
一
件
の
作
品

が
東
京
帝
室
博
物
館（
現
在
の
東
博
）に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
戦
前
の
美
術
・
工
芸
作
家

の
顕
彰
制
度
に
あ
た
る
帝
室
技
芸
員
は
明

治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）か
ら
昭
和
十
九

年
ま
で
に
七
十
九
名
が
任
命
さ
れ
て
お
り
、

東
博
と
も
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
大

正
二
年
、
こ
の
寄
贈
品
を
お
披
露
目
す
る

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回

は
そ
れ
以
来
九
十
九
年
ぶ
り
の

一
挙
公
開
で
す
。

 
 

（
伊
藤
嘉
章
）

楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
田
良
島
哲
）

列品解説 「ただ一人の写真の帝室技芸員 ―小川一真―」
9月21日（金）14：00 ～14：30　本館20室  講師：冨坂賢（保存修復室長）

●3  ◎一遍上人絵伝（遊行上人伝
絵巻）  乙巻  
鎌倉時代・14世紀  田中親美氏寄
贈
時宗の祖・一

いっ

遍
ぺん

とその弟子・他
た

阿
あ

の生涯を描いています。
平家納経等の復元複製で知られ
る田中親美氏からの寄贈品

●4  ◉法語（流れ圜悟）

圜悟克勤筆  北宋時代・宣和6年
（1124）  松平直亮氏寄贈
薩摩の坊津海岸に漂着したため、
流れ圜悟と呼ばれています。
松平直亮氏は、松江松平家11代
当主

●1  ◎

没倫
岡崎
こち
日本

●2  ◎

景徳
田中
珍し
当館

白
はく

磁
じ

霊
れい

芝
し

浮
うき

文
もん

大
たい

瓶
へい

三代清風与平作　大正元年（1912）　
三代清風与平氏寄贈
陶磁の分野で最初に帝室技芸員となった清風
与平は、白磁と青磁の2点を寄贈しています

9月17日（月・祝）敬老の日は無料観覧日。総合文化展は無料です

「
大
正
元
年
│
帝
室
技
芸
員
か
ら
の
寄
贈
品
」

9
月
19
日（
水
）│
12
月
9
日（
日
）　
本
館
18
・
19
室

関連事業

9月15日㊏～9月30日㊐
きもので博物館　
きものでご来館のお客様に、総合文化展観覧
料金100円割引　
※各種割引の併用不可

松林図屛風（複製）・洛中洛外図屛風（舟木
本）（複製）と記念撮影

10：00～16：00　庭園応挙館  ＊雨天中止　

高精細画像による複製の屛風の前で、
思い出の一枚を！
先着申込制。受付は当日のみ
（1日36組）、無料（総合文
化展観覧料金のみ）
協力：キヤノン株式会社

臨時庭園開放　

10：00～16：00  ＊雨天中止

ボランティアによるガイドツアー
140周年記念バージョン
本館ハイライトツアーや法隆寺宝物館
ガイド、たてもの散歩ツアーなど、9月中に実
施されるガイドツアーの一部で、博物館の歴
史やゆかりの人物に関連する作品紹介などを
盛り込んでご案内します。
各ガイドツアーの日程詳細は本誌16ページの
展示・催し物カレンダーをご覧ください。

屛風の前前の前前前屛風風風の屛風のの屛風風風 前前の前で、でででででで、、

みみみみみみみみ

中止中止止止止中
記念撮影、
私もしたいな。
どんなポーズで
とろうかしら？

スペシャルありがとうデー

9月21日㊎
★ 特別夜間開館　22：00まで ★

トーハク140th ANNIVERSARY 
“J-WAVE MUSIC CELEBRATION”
トーハクとJ-WAVE（81.3FM）のコラボレー
ションイベントを開催

太鼓芸能集団「鼓童」公演
ほかスペシャルライブ 

＜抽選で100組200名様をご招待！＞
ライブおよび応募方法の詳細は、J-WAVEの
ホームページhttp://www.j-wave.co.jp/でお
知らせします

夕涼みビアガーデン　
18：00頃～ 22：00
（ラストオーダー　21：20）
東洋館エントランス前　
協力：株式会社ホテルオークラ
エンタープライズ
※雨天中止

台東区民　無料招待　
台東区にお住まいのお客様は、
総合文化展観覧料金が無料！
※正門にて、台東区内のご住所を
確認できるもの（身分証明書等）
をご提示ください。（9月21日のみ）

秋の夜長は博物館で

陶
与

楽しそうだほー！ 
ぼくも一杯
ひっかけるほ♪

列品解説 「贈られた名品」
9月21日（金）11：00 ～11：30、18：30 ～19：00 本館特別1室  講師：田良島哲（調査研究課長）

●1●3

●4

得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 3（ 3 ）

3
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特別展
「青山杉雨の眼と書」
2012年7月18日（水）～
9月9日（日）　
平成館
主催：東京国立博物館、
読売新聞社
企画協力：謙慎書道会
観覧料金：一般1,400円（1,100
円）、大学生1,100円（800円）、
高校生800円（500円）
＊（ ）内は20名以上の団体料
金。

伝
統
と
革
新
と
画
家
た
ち
の
挑
戦

伝
統
と
革
新
と
画
家
た
ち
の
挑
戦

八
百
万
の
神
が
集
う
神
話
の
国
の
至
宝

八
百
万
の
神
が
集
う
神
話
の
国
の
至
宝

競
い
合
う

競
い
合
う  

中
国
歴
代
王
朝
の
美

中
国
歴
代
王
朝
の
美

書
の
巨
星
と
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

書
の
巨
星
と
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

書鬼
青山杉雨筆　平成4年（1992）
千葉・成田山書道美術館蔵
周囲の人々にとって、最も思い出
深い作品の一つ

特別展
「中国  王朝の至宝」
2012年10月10日（水）～
12月24日（月・休）　平成館
主催：東京国立博物館、
中国文物交流中心、NHK、
NHKプロモーション、毎日新聞社、
朝日新聞社
後援：外務省、中国国家文物局、
中国大使館
協賛：信越化学工業、大日本印刷、
三井住友海上
協力：全日本空輸、
東京中国文化センター
観覧料金：一般1,500円（ 1,300円/ 
1,200円）、大学生1,200円（1,000
円/ 900円）、高校生700円（500円/ 
400円）
＊（  ）内は前売り/ 20名以上の団体料金。
＊10月20日（土）は21：00まで開館。
＊本展の観覧券で観覧日当日1回に限
り、特別展「出雲｜聖地の至宝｜」もご
覧になれます
展覧会ホームページ　
http://www.china-ocho.jp/

巡  回  予  定

■神戸市立博物館
2013年2月2日（土）～ 4月7日（日）
■名古屋市博物館
2013年4月24日（水）～ 6月23日（日）
■九州国立博物館
2013年7月9日（火）～9月16日（月・祝）

関連事業

記念講演会

❶10月12日（金）13：30～15：00
「中国喫茶文化における北と南」  高橋忠
彦（東京学芸大学  教育学部  教授）
❷10月20日（土）13：30～15：00

「中国文明の謎」 松本伸之（東京国立博物
館学芸企画部長）

会場：平成館大講堂
定員：380名（事前申込制、応募者多数の場
合抽選）
聴講無料（ただし、本展覧会の観覧券が必要。
半券でも可、その場合は別途入館料が必要）

申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に
郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番
号・希望する講演会番号（❶または❷を）、
「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を
明記の上、下記までお申し込みください。
＊1枚のはがきで、1つの講演会につき、最大

2名の申込可。2名の場合は、それぞれの氏

名を必ず明記してください。

申込先：〒106-0032　東京都港区六本
木4-8-7  六本木三河台ビル 7F

デイシス「中国 王朝の至宝」（希望する講
演会番号❶または❷）係
申込締切：❶9月13日（木）、❷9月20日
（木）必着

〈一級文物〉阿育王塔　
銀製・鍍金（内部は木組）  
北宋時代・大中祥符4年（1011）  
江蘇省南京市長干寺地宮出土  
南京市博物館蔵
表面に452個もの宝玉石を散りばめ、
華やかに飾り立てています

東
京
国
立
博
物
館

百
四
十
周
年

予告

生
誕
百
年
記
念

特
別
展
日
中
国
交
正
常
化
四
十
周
年

東
京
国
立
博
物
館
百
四
十
周
年

東
京
国
立
博
物
館

百
四
十
周
年

予告

7
月
18
日（
水
）|

9
月
9
日（
日
）

平
成
館

10
月
10
日（
水
）|

12
月
24
日（
月
・
休
）

平
成
館

　

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
書
壇
の
領り
ょ
う

袖
し
ゅ
う

と
し
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
、
文
化
勲
章
を

受
章
し
た
青
山
杉
雨
は
、
平
成
二
十
四
年

が
生
誕
百
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
展
覧
会

は
、
青
山
杉
雨
の
主
要
な
作
品
を
中
心
に
据

え
、
在
世
中
に
収
集
し
た
中
国
の
書
画
や
文

房
諸
具
を
一
堂
に
公
開
し
、
杉
雨
の
偉
業
を

回
顧
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
四
年
の「
書
鬼
」は
、
最
晩
年
の
作

例
の
一
つ
。
す
で
に
食
が
細
く
な
り
、
ほ
と

ん
ど
体
が
動
か
な
い
状
態
で
、
は
じ
め
は
門

下
生
が
体
を
支
え
て
揮き

毫ご
う
し
ま
し
た
。
し
か

し
夜
に
な
っ
て
、
ど
う
し
て
も
書
き
直
し
た

い
想
い
が
募
り
、
ご
子
息
を
呼
び
出
し
、
完

全
に
体
を
抱
き
上
げ
て
も
ら
い
な
が
ら
完
成

さ
せ
た
も
の
で
す
。
書
作
へ
の
執
念
が
あ
た

り
を
払
う
か
の
よ
う
な
こ
の
作
品
が
最
後
の

大
作
と
な
り
、
翌
年
、
青
山
杉
雨
は
八
十
一

歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。 

（
富
田
淳
）

　

中
国
文
化
の
特
質

を
、
同
時
代
の
二
つ

の
王
朝
の
対
比
で
た
ど

る
本
展
の
な
か
で
、
そ
の
華
や
か
さ
で
他

を
圧
倒
す
る
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

南
京
市
の
古
刹
・
長ち
ょ
う

干か
ん

寺じ

の
地
下
か
ら
近
年

出
土
し
た
新
発
見
の
仏
塔
で
す
。古
代
イ
ン
ド
の
ア
シ
ョ
カ
王（
阿

育
王
）が
造
立
し
た
と
い
う
八
万
四
千
の
仏
塔
の
故
事
に
ち
な
ん

で
阿
育
王
塔
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
も
の
で
す
が
、
中
国
の
類
例
は

ど
れ
も
高
さ
が
三
十
セ
ン
チ
内
外
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
作
品
の
よ

う
に
高
さ
が
優
に
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
な
作
例
は
一
つ
も

あ
り
ま
せ
ん
。
他
を
圧
倒
す
る
大
き
さ
、
細
部
ま
で
克
明
に
表
現

さ
れ
た
図
像
、
珍
貴
な
副
葬
品
の
数
々
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も

こ
の
種
の
仏
塔
と
し
て
は
破
格
の
規
模
と
優
れ
た
出
来
映
え
を
誇

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
関
係
者
は
、
こ
れ
を「
塔
王
」（
仏

塔
の
王
様
）と
称
し
、
驚
異
と
賛
嘆
の
念
を
も
っ
て
接
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
中
国
政
府
の
特
別
な
計
ら
い
に
よ
り
、
地
元
の
南
京

市
以
外
で
は
初
め
て
公
開
の
運
び
と
な
り
ま
す
。 

（
松
本
伸
之
）

執念が鬼と化した
最後の大作

「書
しょしょ

鬼
き

」
青山杉雨筆青山杉雨筆

s

新発見・日本初公開　
輝ける塔の王様

阿
あ

育
いくいく

王
おうおう

塔
とうとう

s

書
青
千
周
深

め

質た
どそ紹長ち

ょ

干
寺
の
地
下
か
ら
近
年

新
輝

阿阿

s

め、

どそ
の
華
や
か
さ
で
他

紹
介
し
ま
す
。

長ょ
う

干か
ん

寺じ

の
地
下
か
ら
近
年

新
輝

阿阿

s特別展の  イチオシ！2012夏・秋
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関連事業

記念シンポジウム
❶10月14日（日）13：30～16：30（予定）
「神々の国　出雲―日本神話の実像に迫る
―」
基調講演：梅原猛（哲学者）
パネリスト：三浦佑之（立正大学文学部教授）、
瀧音能之（駒澤大学文学部教授）、森田喜久男
（島根県立古代出雲歴史博物館専門学芸員）、
浅野温子（女優）／コーディネーター：渡邊あ
ゆみ（NHKアナウンサー）

会場：よみうりホール（東京都千代田区有楽町
1-11-1読売会館7階）／定員：1,000名／聴講料：

無料 ＊申込は8月～、詳しくは、電話03-6407-

1455「出雲シンポジウム」東京事務局へお問合せく
ださい。

記念講演会

10月27日（土）13：30～15：00
「出雲の弥生青銅器  ～大量埋納の謎～」
足立克己（島根県立古代出雲歴史博物館  学芸部長）

会場：平成館大講堂／定員：380名（事前申
込制、応募者多数の場合抽選）／聴講無料（た
だし、本展覧会（または特別展「中国 王朝の至
宝」）の観覧券が必要。半券でも可、その場合は
別途、入館料が必要）

申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に郵
便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号、「返
信用表面」に郵便番号・住所・氏名を明記の
上、下記までお申し込みください。
＊1枚のはがきで、1つの講演会につき、最大 2

名の申込可。2名の場合は、それぞれの氏名を必
ず明記してください。
申込先：〒103-0014  中央区日本橋蛎殻町
1-28-9  ウインダム内「出雲講演会」係
申込締切：10月4日（木）必着

AR巨大神殿体感アプリ   無料で配信
スマートフォン・タブレット端末（一部対応して
いない機種があります）で、東博構内にそびえ

立つ約48mの巨
大神殿を体感でき
るアプリを配信。
その場の風景と神
殿を合わせて撮
影することもでき
ます。この写真撮
影機能を利用した
ARフォトコンテス
トも実施。応募期
間や各賞等の詳細については「AR神話博」
のホームページ http://www.shimane-
iit.jp/ict/ar/をご覧ください
＊東京国立博物館内でのAR実施期間：9月15日
（土）～11月25日（日）

特別
「青
2012
9月
平成
主催：
読売
企画協

観覧料
円）、大
高校
＊（ ）
金。

特別展
「出雲―聖地の至宝―」
2012年10月10日（水）～
11月25日（日）
本館特別5・4室
主催：東京国立博物館、島根県、
島根県立古代出雲歴史博物館、
NHK、NHKプロモーション、
読売新聞社
特別協力：出雲大社、島根県神社庁
観覧料金：一般800円（700円）、
大学生600円（500円）、高校生
400円（300円）
＊（  ）内は前売り、20名以上の団体
料金。
＊前売り券の販売は、東京国立博物
館正門チケット売り場（開館日のみ）の
み（8月1日～10月8日）
＊10月20日（土）は21：00まで開館。
＊特別展「中国 王朝の至宝」の観覧
券で観覧日当日1回に限り本展覧会を
ご覧いただけます。
展覧会ホームページ　
http://izumo2012.jp

伝
統
と
革
新
と
画
家
た
ち
の
挑
戦

伝
統
と
革
新
と
画
家
た
ち
の
挑
戦

八
百
万
の
神
が
集
う
神
話
の
国
の
至
宝

八
百
万
の
神
が
集
う
神
話
の
国
の
至
宝

◉秋野鹿蒔絵手箱
鎌倉時代・13世紀  島根・出雲大社蔵  
（10月10日～11月4日展示）
画面いっぱいにこんもりと生い茂る萩が
印象的

特別
「中
2012
12月
主催：
中国
NHK
朝日新
後援：
中国
協賛
三井
協力：
東京
観覧
1,200
円/ 9
400円
＊（  ）
＊10月
＊本展
り、特
覧にな
展覧
http:

巡  回

■神戸
2013
■名古
2013
■九州
2013

関連

記念

❶1
「中国
彦（東
❷1

各特別展共通情報：＊障がい者とその介護者1名は無料です。入館の際に障がい者手帳などをご提示ください。 ＊お問合せ：ハローダイヤル 03-5777-8600

中
国
山
水
画の

20
世
紀
─中
国
美
術
館
名
品
選

─
常熟田　銭松嵒  1963年  中国美術館蔵

従来の文人画の枠にとどまらない斬新な画風に、
新中国の建設にわく近代中国の情熱を感じます

東
京
国
立
博
物
館

百
四
十
周
年

予告

特
別
展
日
中
国
交
正
常
化
四
十
周
年

東
京
国
立
博
物
館
百
四
十
周
年

10
月
10
日（
水
）|

11
月
25
日（
日
） 

本
館
特
別
5
・
4
室

7
月
31
日（
火
）|

8
月
26
日（
日
）

本
館
特
別
5
室

　

一
九
四
九
年
、
新
中
国
が
成
立
す

る
と
、
画
家
た
ち
は
そ
れ
ま
で
の
伝

統
的
な
文
人
山
水
か
ら
脱
し
、
新
し

い
画
題
と
理
念
を
求
め
始
め
ま
す
。
こ

の
作
品
を
描
い
た
の
は
金
陵（
南
京
）

で
活
躍
し
た
画
家
・
銭
松
嵒
で
す
。
こ

こ
で
は
豊
か
に
実
る
江
南
の
水
郷
が

描
き
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
の
暮
ら

し
と
そ
れ
に
よ
っ
て
作
り
変
え
ら
れ
た

山
水
の
美
し
さ
を
銭
松
嵒
は
発
見
し
ま
し

た
。伝
統
山
水
画
を
基
礎
に
し
な
が
ら
も
、

新
し
い
社
会
に
あ
わ
せ
た
作
品
を
作
り
出

そ
う
と
し
た
銭
松
嵒
の
代
表
作
で
す
。

　

本
作
を
は
じ
め
、
近
代
中
国
絵
画
を

代
表
す
る
山
水
画
の
名
品
五
十
件
が
、

こ
の
分
野
で
最
高
峰
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

誇
る
中
国
美
術
館（
北
京
市
）か
ら
一
堂

に
来
日
し
て
い
ま
す
。
二
十
世
紀
山
水

画
の
個
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。 

（
塚
本
麿
充
）

　

聖
地
出
雲
の
至
宝
を
ご
覧
い
た
だ
く
本
展

か
ら
は
、
出
雲
大
社
に
伝
わ
る
美
し
い
手
箱

を
紹
介
し
ま
す
。

　

手
箱
は
、
化
粧
道
具
な
ど
身
の
回
り
の

細
々
と
し
た
も
の
を
収
め
る
箱
で
す
。
身
近

な
空
間
を
か
ざ
っ
た
調
度
の
代
表
格
で
も
あ

り
、
手
箱
の
名
品
の
多
く
は
、
神
社
に
奉
納

さ
れ
て
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
出
雲

大
社
に
伝
わ
っ
た
こ
の
手
箱
も
そ
の
一
つ
で
、

萩
の
花
が
咲
き
誇
り
、
鹿
や
小
鳥
が
憩
う
秋
の

野
の
様
子
を
賑
や
か
に
描
い
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

　

秋
と
い
え
ば
、
古
典
文
学
に
み
る
よ
う
に
、
憂
愁
を
誘
う
も

の
悲
し
い
、
寂
し
い
季
節
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
古
来
秋
は
、

喜
び
に
満
ち
た
実
り
の
季
節
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
手
箱
に

は
、
ま
さ
に
そ
の
豊
穣
の
秋
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

（
竹
内
奈
美
子
）

　　 新しい中国の
　　 新しい山水
「常熟田」田」
銭
せん

松
しょうしょう

嵒
がんがん

筆

s

s

出雲大社の国宝  
豊穣のイメージ

◉秋
あきあき

野
の

鹿
しかしか

蒔
まきまき

絵
え

手
て

箱
ばこばこ

関連事業

記念講演会

「対談　中国画の現代変革」
8月5日（日）　13:30 ～ 15:00
范迪安（中国美術館館長）　
※同時通訳（予定）
山下裕二氏（明治学院大学教授）

会場：平成館大講堂
定員：300名（当日先着順）
聴講無料（ただし当日の入館料は必要）

ギャラリートーク

中国近現代絵画の魅力を、画家た
ちの3つの“挑戦”という視点か
ら、リレー形式で3週にわたって
ご紹介します。

8月3日（金）「社会・生活への“挑戦”」
塚本麿充（東洋室研究員）
8月10日（金）「西洋画法への“挑戦”」
土屋貴裕（絵画・彫刻室研究員）
8月17日（金）「伝統への“挑戦”」
富田淳（列品管理課長）

時間：いずれも18：30～19：00
会場：本館20室
聴講無料（ただし当日の入館料は必要）

特別展　「中国山水画の20世紀
―中国美術館名品選―」
2012年7月31日（火）～
8月26日（日）　本館特別5室
主催：文化庁、中華人民共和国文化部、
東京国立博物館、中国美術館
特別協力：毎日新聞社
観覧料金：総合文化展の観覧料金でご覧いただけま
す。一般600円（500円）、大学生400円（300円）
＊（  ）内は20名以上の団体料金。
＊70歳以上、高校生以下および満18歳未満の方は無料。

す伝しこ）こがらた

　
「「

　

銭銭
せせ

s

 

萩

展あ納雲で秋

s

出
豊

◉◉
 

萩が

展雲、の

s

出出出出
豊豊豊

◉◉

2012年夏・秋は平成館と本館で特別展を開催
見どころも、ボリュームもたっぷりのトーハクです。

4つの特別展から研究員イチオシの1点をご紹介。いずれもお見逃しなく！（ （
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得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 6（ 6 ）

||| プレオープンツアー |||
開館前の東洋館をいち早く体験していただけるツアーです。
見どころを研究員が解説しながら館内をめぐります。「東洋館をめぐる旅」

アジアのブンカにありがとう。互いに影響を受けながら育まれてきたアジア諸地域の文化に感謝をこめて。

2
0
1
3
年
1
月
2
日

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
！

東
洋
館

日時：
9月15日（土）　①11：00～12：30  ②14：00～15：30
9月19日（水）　③11：00～12：30  ④14：00～15：30
全4回とも内容は同じです。
会場：東洋館
定員：各回15名（事前申込制、応募多数の場合抽選）
聴講料：無料（ただし、入館料は必要）
申込締切：8月20日（月）必着

申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・希望するツ
アー番号①～④のいずれかを、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を明記の上、下記までお申し込
みください。

＊1枚の往復はがきで最大2名の申込可。2名の場合は、それぞれの氏名を必ず明記してください。

宛先：〒110-8712 東京都台東区上野公園13-9  東京国立博物館  教育講座室  プレオープンツアー
（希望するツアー番号①～④のいずれか）係

お問合せ：東京国立博物館 教育講座室　TEL：03-3822-1111（代表）

耐
震
補
強
工
事
で
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

新
・
東
洋
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

見
ど
こ
ろ
と
な
る
コ
ー
ナ
ー
や
、

お
す
す
め
作
品
は
な
ん
で
す
か
？

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ま
で
、
あ
と
約
5
ヵ
月
。
東
洋
館

で
は
展
示
環
境
も
整
い
、
開
館
に
向
け
て

着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
が
ど
の
よ
う

に
新
し
く
な
る
の
か
、
展
示
で
は
何
が
見
ら
れ
る
の
か
な

ど
、
気
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
平
常
展
調
整
室
長
・
白
井
克

也
に
聞
き
ま
す
。

　

耐
震
強
度
を
向
上
さ
せ
て
安
全
な
東
洋
館
に
す
る
こ

と
が
、
工
事
の
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
に

加
え
て
、
展
示
ケ
ー
ス
の
免
震
装
置
な
ど
も
全
面
的
に
新

し
く
し
ま
し
た
。
工
事
の
完
了
間
近
の
こ
ろ
起
こ
っ
た
東

日
本
大
震
災
で
も
、
震
度
5
強
の
揺
れ
に
耐
え
ま
し
た
。

展
示
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
の
内
部
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
万
一
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
て

も
、
破
片
で
お
客
様
を
傷
つ
け
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
中
央
の
吹
き
抜
け
に
は
、
す
べ
て
の
階
に
停
ま

る
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置
し
た
の
で
、
車
椅
子
を
ご
利
用
の

お
客
様
に
も
、
よ
り
自
由
に
観
覧
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
し
、
近
道
し
や
す
く
な
っ
た
の
で
、
お
目

当
て
の
展
示
室
に
も
す
ぐ
行
け
ま
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
地
下
に
作
ら
れ
た「
ク
メ
ー

ル
の
彫
刻
」、「
イ
ン
ド
の
細
密
画
」、「
ア
ジ
ア
の
民
族
文

化
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
展
示
の
機
会
が
少
な

か
っ
た
作
品
を
常
時
公
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
中
国
文
人
の
書
斎
」、「
朝
鮮
時
代
の
美
術
」で

は
、
分
野
や
材
質
の
垣
根
を
越
え
て
、
美
術
を
生
み
出
し

た
文
化
の
背
景
に
ま
で
迫
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
や
中
国
の
書
画
・
青
銅
器
な
ど
、

東
洋
館
で
お
な
じ
み
の
作
品
も
、
低
反
射
ガ
ラ
ス
や

L
E
D
照
明
を
用
い
た
展
示
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
以
前
よ

り
見
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
東
洋
美
術
を
め
ぐ
る
旅
」が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
地

域
も
時
代
も
幅
広
い
東
洋
館
の
展
示
を
、
ア
ジ
ア
の
旅

人
に
な
っ
た
気
分
で
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

　

展
示
室
を
一
つ
ず
つ
ご
覧
い
た
だ
い
て
も
け
っ
こ
う
で

す
し
、
国
別
や
ジ
ャ
ン
ル
別
な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ま

わ
り
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
オ
ア
シ
ス
」と
名
付
け
ら

れ
た
教
育
普
及
コ
ー
ナ
ー
や
、
展
示
室
で
配
布
す
る
フ
ロ

ア
マ
ッ
プ
で
は
、
具
体
的
な
旅
の
テ
ー
マ
も
提
案
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

寄
り
道
も
近
道
も
、
旅
の
魅
力
で

す
。
来
館
さ
れ
た
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の

旅
の
コ
ー
ス
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

▲ナーガ上の仏坐像
アンコール時代・12世紀  カンボジア、
アンコール・トム東南部のテラスNo.6　
フランス極東学院交換品

◀木の下で思索する
托鉢の聖者
17世紀中頃  
インド、ムガル派

▶中央吹き抜け
　のエレベータ

近
なんか
った？

トーハクくんに
　つられてコスプレ
しちゃった…

アジアの旅人
だほ♪

[ インド細密画 ]

[クメールの彫刻]

新コーナーで待って
いるのは、インドや
カンボジアの作品だほ

12

3

なかなか
似合っているほ！

66

06-07_14_直し.indd   606-07_14_直し.indd   6 12/07/24   16:1812/07/24   16:18



得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 7（ 7 ）

な
ぜ
な
に

ト
ー
ハ
ク

な
ぜ
な
に

ト
ー
ハ
ク

て

え

！

教

②銅で作っておいた型の上に
板をおき、たたいて形を写し
取っていく

①銅の成分をしらべて調合
し、塊から延ばして板を作る

ユリノキちゃんトーハクくん

つ
く
り
方
を
知
れ
ば
、

見
方
が
わ
か
る
！
見
方
が
か
わ
る
！

　
「
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー  

日
本
美
術
の
つ
く
り

方
」
シ
リ
ー
ズ
第
三
段
。
伝
統
的
な
日
本
美
術
の

技
法
を
と
り
あ
げ
、
制
作
工
程
見
本
と
実
物
の
作

品
と
を
並
べ
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
押
出
仏
を
見
ま
し
ょ
う
。
も
と
と

な
っ
た
作
品
は
、
飛
鳥
時
代
7
世
紀
の
仏
像
。
ま

ず
は
原
品
を
く
わ
し
く
調
査
し
、
材
料
や
技
法
、

道
具
な
ど
を
分
析
し
ま
す
。
な
る
べ
く
当
時
と
同

じ
よ
う
に
作
っ
て
い
く
た
め
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
い
よ
い
よ
工
程
へ
。
成
分
を
調
合
し

た
銅
を
溶
か
し
て
鋳ち

ゅ
う

造ぞ
う

し
、
型
と
な
る
原
型
を
作

り
ま
す
。
銅
を
塊か

た
ま
り

か
ら
延
ば
し
て
板
に
し
、
こ
の

型
の
上
に
あ
て
、
た
た
き
な
が
ら
形
を
写
し
取
っ

て
い
き
ま
す
。
細
か
く
複
雑
な
と
こ
ろ
は
、
た
た

く
力
や
道
具
を
変
え
ま
す
。
時
々
熱
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
、
銅
の
板
は
柔
ら
か
く
、
加
工
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
す
み
ず
み
ま
で
形
を
浮

き
上
が
ら
せ
、
輪
郭
に
沿
っ
て
切
り
取
り
、
鍍
金

（
金
メ
ッ
キ
）
や
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
て
完
成
で
す
。

材
料
の
準
備
か
ら
完
成
ま
で
に
は
、
と
て
も
た
く

さ
ん
の
作
業
を
必
要
と
し
た
ん
で
す
ね
。

連
載
第
4
回
は
、お
客
様
か
ら
よ
く

聞
か
れ
る
ギ
モ
ン
、

こ
の
作
品
は
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
？

に
お
答
え
し
ま
す
！

|
其
の
4
|

それ二人宛て
だったわよね！ 
お便り下さった

楓子さん、ありがとう
ございました。

で
す

うほー！ どんな
道具を使うかも
気になるほ。

押
おし

出
だし

仏
ぶつ

ってどうやって作るの？Q

トーハクくん、法隆寺宝物館よ。
忘れないでね！第2室で

飛鳥時代から奈良時代の押出仏
を展示しているの。薄い金属の
仏さま、さてどうやって作った
のか、見てみましょう。

ん
ござい

またファンレター
もらえるといいほー！

ユリちゃんには
内緒にしていたけど
…この前、ファン
レターをもらって
しまったほ！

7月24日（火）～
9月2日（日）本館2階  
特別2室に行くほー！ 
みんなもぜひきてほー♪

999

二人宛て
わよね！ 
下さった
、ありがとう
いました。

ユリちゃんリち んユユリリちちちゃゃゃんん
内緒にして内内内内緒緒緒緒ににににしししててて
…この前……こここののの前前前前前
レターをもレレタタターーーをををも
しまっしししまままっっ

こんにちは、ユリノキちゃん
です。今日の謎は、夏休み恒例
「親と子のギャラリー  日本
美術のつくり方Ⅲ」から、

こちら！

おはにちは！ 
ぼく、トーハクくん！
このコーナー、

人気上昇中らしいほ♪
 うっれしいほー！

おしだしぶつ……。
たしか最近どっかで

見たほ！

「日本美術のつくり方Ⅲ」
の会場では、「象

ぞう

嵌
がん

」、「甲
かっ

冑
ちゅう

」、
「螺

ら

鈿
でん

」の制作工程やその
道具も見ることが
できるのよ！

③鍍金したところ。
このあと彩色を加
えて、完成

あれ？最近
トーハクくんなんか
いいことあった？
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得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 08（ 8 ）

日本美術の原点として縄文から
古墳時代の代表作品を紹介します。

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

宮廷の美術 
―平安～室町

宮廷貴族社会を中心に
育まれたやまと絵や書、
調度品の世界。

禅と水墨画 
―鎌倉～室町

禅宗の本格的導入に
ともない成立した
水墨画と墨

ぼく

跡
せき

をご覧いただきます。

日本の伝統文化である茶の湯のなかで
育まれた美術を紹介します。

茶の美術～江戸

入 

口
出
口

1 ̶ 1

3 ̶  2

3 ̶  3

必見

4

本館       室

本館       室
本館       室

4
5

国宝室

茶の美術
武士の装い 
―平安～江戸

特別1室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

3 ̶ 3

3 ̶  2

3 ̶  1

1 ̶  21 ̶  1

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

仏教の美術
―平安～室町

宮廷の美術
―平安～室町

禅と水墨画
―鎌倉～室町

仏教の興隆
―飛鳥・奈良

2

日本美 術の流れ美 術の流れ
縄文から 江戸まで、から 江戸まで、

   ほんものでた どる日本美術史でた どる日本美術史  

す。

2
国宝室
絵画・書跡の名品をゆったりした空間で
心静かに鑑賞していただくための展示室です。

絵画、彫刻、書跡など、
日本仏教美術の多様で多彩な
世界をご覧ください。

仏教の美術 
―平安～室町

3 ̶ 1

必見

飛鳥時代から奈良時代にかけての仏像や
経典など、古代の仏教美術を紹介します。

仏教の興隆
―飛鳥・奈良

1 ̶ 2

11/4 日 縄文土器や土偶、銅鐸や埴輪などから
各時代の造形美の変遷を追います。

子持装飾付脚付壺  
古墳時代・6世紀
岡山県瀬戸内市長船
町小笠山出土
馬、鹿、犬などのか
わいらしい小像がつ
いた須恵器

壺  
弥生時代（中期）・前2～前
1世紀  大阪府柏原市・藤
井寺市  船橋遺跡出土
田村淳正氏寄贈
柔らかい曲線をもつ器形と
繰り返し描かれる櫛描文の
調和が美しい壺

瑠
る

璃
り

地
じ

染
そめ

付
つけ

蓮
はす

図
ず

水
みず

指
さし

伊万里　江戸時代・
17世紀
珍しい初期伊万里の水
指。独特の温容な気分
をたたえています

9/2 日6/12 火

◎東
とう

北
ほく

院
いん

職
しょく

人
にん

歌
うた

合
あわせ

絵
え

巻
まき

  鎌倉時代・14世紀
職人達が和歌を競うもので、持明院統の花園院（1297
～1348）周辺での制作が予想されています

必見

ほく

必見

7/18 水

8/26 日

必見

◎地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・12世紀
京都・浄瑠璃寺蔵
王朝貴族好みのおだやかな
顔と袈裟の美麗な彩色が見
どころです

10/8 月・祝7/18 水

お盆の時期に因み、地獄か
らの救済などに関連する作
品を展示します。

ます

装飾

必見

菩薩立像
飛鳥時代・7世紀
7世紀前半の木彫の稀少な作例です

5/8 火

8/26 日

百万塔陀羅尼  奈良時代・8世紀
称徳天皇が、平和への願いをこめて制作
した年代の明らかな世界最古の版経です

7/18 水

8/26 日

◉医
い

心
しん

方
ぽう

 巻三十 証
しょう

類
るい

部
ぶ

  平安時代・12世紀
『医心方』は、日本に現存する最古の医学
書。この作品はその最も古い写本です

7/10 火 8/19 日

代

必見

◉華
け

厳
ごん

宗
しゅう

祖
そ

師
し

絵
え

伝
でん

  元
がん

暁
ぎょう

絵
え

  巻下
鎌倉時代・13世紀
京都・高山寺蔵
高山寺の明恵上人
周辺で作られた鎌
倉時代高僧伝絵巻
の代表作 必見

筋
すじ

切
ぎれ

本
ぼん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

巻第四巻首
飛雲の散らされた美し
い料紙に立秋の和歌が
書写されています

豆
とう

彩
さい

束
そく

蓮
れん

文
もん

水
みず

指
さし

景徳鎮窯 清時代・雍正年間（1723～
35）  広田松繁氏寄贈
中国清朝官窯の鉢を茶人広田不孤斎
が水指に見立てました

11/25

9/4 火

日

必見

各

壺
代（中

必見

◎李
り

白
はく

観
かん

瀑
ばく

図
ず

惟肖得巖賛  
室町時代・15世紀
個人蔵
廬山の瀑布を詩に詠む李
白になったつもりで滝の轟
音をお聞きください

7/18 水 8/26 日

◉破
は

墨
ぼく

山
さん

水
すい

図
ず

雪舟等楊筆  雪舟自序・
月翁周鏡等六僧賛
室町時代・明応4年
（1495）
晩年に弟子への餞別とし
て描いた絵です。自伝的
な文章も記されています

平安時代から江戸時代までに用いられた刀剣
や甲冑などの武具に加えて、武士の肖像画や
書を展示します。

ぞれ
演。

日

◉群
ぐん

鳥
ちょう

文
もん

兵
ひょう

庫
ご

鎖
ぐさり

太
のた

刀
ち

　鎌倉時代・13世紀

鎌倉時代を代表する外装で、同時代に製作
された刀身も同時に展示します

必見

8/28 10/8火 月・祝

飛鳥時代の十一面観音立像や、奈良
時代の装飾料紙をご紹介します。

色
しき

紙
し

金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

断
だん

簡
かん

奈良時代・8世紀  個人蔵
紫と藍の料紙を用いた
数少ない奈良時代の
色
しき

紙
し

経
きょう

としてきわめて
貴重な遺品です

必見紀
作

必見
8/26 日4/24 火

◎金
こん

銅
どう

八
はち

仏
ぶつ

種
しゅ

子
じ

五
ご

鈷
こ

鈴
れい

平安時代・12世紀
金剛界四仏、胎蔵界四仏、
あわせて八仏の種子と様々
な文様を表した装飾性豊
かな五鈷鈴

必見

必見

な文
必見

◉法
ほ

華
け

経
きょう

  方
ほう

便
べん

品
ほん

（竹
ちく

生
ぶ

島
じま

経
きょう

）
平安時代・11世紀
優美な花鳥下絵が施され
た料紙と和様の穏やかな
書の美しさが見所です

8/28 火 10/8 月・祝

8/28 火 10/8 月・祝

品
必見

8/28 火 10/8 月・祝

す。
し

年間

必見

◎紫式部日記絵巻
個人蔵  鎌倉時代・
13世紀
濃彩なつくり絵に
よる鎌倉時代やま
と絵の優品です

8/21 9/17火 月・祝

総合文化展 ▲  見どころ案内

8

008-009_直し.indd   8008-009_直し.indd   8 12/07/24   16:3512/07/24   16:35



得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 09（ 9 ）

日本
古墳

武士の装い―平安～江戸

◎色
いろ

々
いろ

糸
いと

威
おどしの

腹
はら

巻
まき

室町時代・15世紀
茶色の糸を主体にして紅
白の糸も用いた大変華
やかな甲冑です

能と歌舞伎
室町時代～江戸時代に
用いられた能面・能装束・

歌舞伎衣装などを紹介します。

浮世絵と衣装 ―江戸

入 

口
出 

口

110

5 6

9

○青
せい

樓
ろう

仁
に

和
わ

嘉
か

女
おんな

藝
げい

者
しゃ

部
のぶ

・
大
おお

万
まん

度
ど

、荻
おぎ

江
え

、おいよ、竹
たけ

次
じ

喜多川歌麿筆
江戸時代・天明3年（1783）
歌麿の3種類の「青樓仁和嘉」を
2点ずつ陳列

必見

本館       室

本館       室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館       室

109

7 6

屛風と襖絵
―安土桃山・江戸

能と歌舞伎

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸

書画の展開
―安土桃山・江戸

武士の装い 
―平安～江戸

本館       室

特別2室

浮世絵と衣装 
―江戸

8 ̶ 2

8 ̶  1 日本美 術の流れ本美 術
縄文から 江戸まで、縄文から 江戸

   ほんものでた どる日本美術史   ほんものでた どる

［8月q9月］
必見
ガイド

本館2階暮らしの調度 
―安土桃山・江戸

安土桃山から江戸時代に人 の々身の回りを
飾った調度や器を展示します。8 ̶ 1

屛風と襖絵 ―安土桃山・江戸

大画面の作品から生み出される
空間の広がりを感じとってください。

7

丹絵や漆絵、紅摺絵。横大々判、細判、中判、
間判など多彩な形式の版画作品を陳列。

7/10 8/5火 日

水辺に関わる清涼感のある情景
を描いた作品を展示します。

夏の衣装やガラス製の髪飾りなど、江戸
時代の涼しさの表現をご覧いただきます。

6/26 8/19火 日

日本人独特の美意識である秋草模様を
中心にしたキモノの展示。

8/21 10/21火 日

帷
かた

子
びら

 淡
うす

紅
べに

麻
あさ

地
じ

幕
まく

藤
ふじ

文
も

字
じ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
和歌の文字を散らした
優雅で涼しげなキモノ
は麻の単仕立

小
こ

袖
そで

 
染
そめ

分
わけ

綸
りん

子
ず

地
じ

鷺
さぎ

草
くさ

花
ばな

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
個人蔵
江戸時代中期に
町方の女性に大流
行した光琳模様

【衣装】 小
こ

袖
そで

や髪飾り、印
いん

籠
ろう

や根
ね

付
つけ

など
江戸時代のファッションに関する展示です。

【浮世絵】
江戸時代の美人や風景を描いた
版画と肉筆の浮世絵を展示します。

1

1

さまざまな表現で広がる豊かな視覚
文化の時代を体感してください。

書画の展開
―安土桃山・江戸8 ̶ 2

9/4 10/14火 日

8/21 10/21火 日

米沢藩上杉家伝来の名品を展
示し、豪華絢爛な大名家の能
文化を紹介します。

6/26 9/23火 日

季節に合わせ、夕顔や罌
け

粟
し

、水辺の意匠など
夏に因んだ文様の作品をご覧いただきます。

蛇
じゃ

籠
かご

千
ち

鳥
どり

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

  
江戸時代・18世紀
広田松繁氏寄贈
流水と蛇籠をクローズ
アップした図案は、当時
人気の光琳風
必見

夕
ゆう

顔
がお

蒔
まき

絵
え

大
おお

鼓
つづみ

胴
どう

  
江戸時代・17世紀
竹垣に扇面、夕顔の文様は、
源氏物語「夕顔」帖の象徴です

色絵罌粟文皿  
鍋島  江戸時代・
18世紀
中央をあえて余白
とするのは、鍋島
得意の構図法

必見

◉納涼図屛風
久隅守景筆
江戸時代・17世紀
夕涼みをする三人の家族が、
みな無言で月を眺めています

必見

必見

5/

8/2

7/1

8/2一
いち

行
ぎょう

書
しょ

池大雅筆
江戸時代・18世紀
植松嘉代子氏寄贈
書の世界でも一家をな
した大雅作品を多数
展示

秋の風情を感じさせる
絵画を展示します。

紀

必見

隆
りゅう

達
たつ

節
ぶし

断
だん

簡
かん

角倉素庵筆  江戸時代・
慶長10年（1605）
下絵に書を調和させたこ
の時代独自の美的感覚

蝦
が

蟇
ま

図
ず

林十江筆
江戸時代・19世紀
水戸の絵師、林十
江の奔放で大胆な
画風

7/24 9/2火 日

水辺に関わるモチーフを描いた
絵画を中心に展示します。

平安時
や甲冑
書を展

秋の深まりを感じさせる作品を
展示します。

◎秋草図屛風 
俵屋宗雪筆
江戸時代・17世紀
金地の野辺に萩や
薄、女郎花、芙蓉
など秋の草花が咲
き乱れる

9/4 10/14火 日

達
だて

男
おとこ

風
ふう

流
りゅう

姿
すがた

・白
しら

井
い

権
ごん

八
ぱち

歌川国芳筆
江戸時代・19世紀
目黒比翼塚で知られる美
貌の権八。「お若えの、お
待ちなせえやし」

団扇絵版画と団扇を手に
した美人を描いた肉筆画
を陳列。

8/7 9/2火 日

○立姿美人図
喜多川歌麿筆
江戸時代・
18世紀  個人蔵

有名浮世絵師それぞれ
の得意のテーマで競演。

9/4 9/30火 日

喜多川歌麿の
肉筆美人図の
代表作あさ

必見

必見

◉
鎌
され

10/14

7/24 火

日

巻
き 必見

唐
から

織
おり

 
紅
べに

茶
ちゃ

段
だん

麻
あさ

の
葉
は

藤
ふじ

色
しき

紙
し

短
たん

冊
ざく

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
王朝文化をイメージする典雅な
色紙短冊模様はまさに鬘能を
象徴する唐織

必見

6/26 8/19火 日

素襖 茶
ちゃ

麻
あさ

地
じ

傘
かさ

模
も

様
よう

室町時代・16世紀
能とは対照的に、染めによる大胆な
模様が狂言装束の魅力

中世の喜劇・狂言の世界を面・装束
のユーモラスな表現を通してご覧い
ただきます。

大胆

必見

作
必見

◎山
さん

中
ちゅう

結
けつ

廬
ろ

図
ず

浦上玉堂筆
江戸時代・
寛政4年（1792）
日本の南画を代表
する絵師、玉堂の
48歳に描いた色鮮
やかな山水画

ん

代

示
必見

必見

井権

美

必見

必見

9/2

7/24 火

日

夕
必見

9
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得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 10（ 10 ）

　

  

あ
の
文
豪
が
ト
ー
ハ
ク
総
長
だ
っ
た
！

   

東
京
国
立
博
物
館
1
4
0
周
年
特
集
陳
列

「
生
誕
1
5
0
年

  

帝
室
博
物
館
総
長  

森
鷗
外
」

7
月
18
日（
水
）〜
9
月
9
日（
日
）

● 

本
館
16
室

　

  

旧
本
館
の
設
計
図
と
竣
工
写
真

   

東
京
国
立
博
物
館
1
4
0
周
年
特
集
陳
列

「
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
の
博
物
館
」

8
月
7
日（
火
）〜
9
月
23
日（
日
）

● 

平
成
館　

企
画
展
示
室

　

  

必
見
！　

迦か

陵り
ょ
う

頻び
ん

伽が

が
こ
ん
な
に
間
近
に

   

東
京
国
立
博
物
館
1
4
0
周
年
特
集
陳
列

「
運う

ん

慶け
い

周
辺
と
康こ

う

円え
ん

の
仏
像
」

7
月
31
日（
火
）〜
9
月
17
日（
月
・
祝
）

● 

本
館
14
室

   

あ

 

東
京

注目

   東

注目

　

今
年
は
森
鷗
外（
林
太
郎
）の
生
誕

1
5
0
年
に
当
た
り
ま
す
。
陸
軍
を
退

官
し
、作
家
と
し
て
自
適
の
生
活
を
送
っ

て
い
た
鷗
外
は
大
正
六
年（
一
九
一

七
）、
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
長
に

当
た
る
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
新
総
長
を
待
つ
博

物
館
は
創
設
か
ら
五
十
年
近
く
を
経
て
、

　

明
治
十
年（
一
八
七
七
）に
政
府
の

建
築
教
師
と
し
て
来
日
し
た
英
国
人

ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
は
、
た
だ
ち

に
上
野
に
新
設
さ
れ
る
博
物
館
本
館

の
設
計
と
施
工
に
日
本
人
の
弟
子
た

ち
と
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
十
四
年
に
竣
工
し
た
上
野
博
物

館
本
館
は
日
本
に
お
け
る
建
築
家
と

し
て
の
コ
ン
ド
ル
の
長
い
活
動
の
初

期
を
代
表
す
る
大
作
で
し
た
。
大
正

十
二
年（
一
九
二
三
）の
関
東
大
震
災

で
被
災
し
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
取

り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
館
に
は
幸
い
に
も
設
計
及
び
施

工
時
の
図
面
が
一
括
し
て
伝
来
し
て

お
り
、
往
時
の
姿
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

創
立
1
4
0
周
年
に
当
た
り
、
こ

れ
ら
の
図
面
の
一
部
と
工
事
中
お
よ

び
竣
工
後
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

（
田
良
島
哲
）

　

康
円
っ
て
誰
？
と
思
わ
れ
る
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。
運
慶
の
孫
で
す
。
運
慶

の
嫡
男
湛
慶
の
没
後（
一
二
五
六
年
）、

慶
派
仏
師（
名
前
に
慶
の
字
を
付
け
る

こ
と
の
多
い
一
派
）を
主
導
す
る
立
場

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
康
円
作
の
像

三
件
を
展
示
し
ま
す
。
中
で
も
代
表
作

と
し
て
有
名
な
の
が
文
殊
菩
薩
お
よ
び

侍
者
像
。
通
常
は
、
獅
子
に
乗
る
文
殊

と
四
人
の
侍
者
を
群
像
と
し
て
展
示
す

る
た
め
、
一
体
ず
つ
の
細
か
な
部
分
が

見
え
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
間
近
で
観
察

で
き
る
よ
う
に
獅
子
、
迦
陵
頻
伽
の
舞

う
光
背
も
含
め
ケ
ー
ス
内
に
展
示
し
ま

す
。
運
慶
作
の
可
能
性
が
高
い
大
日
如

来
坐
像
二
軀
の
展
示
は
恒
例
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
真
如
苑
所
蔵
の
像
を

四
方
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
中
央
の

ケ
ー
ス
に
展
示
し
ま
す
。
側
面
、
背
面

の
姿
を
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。
運

慶
と
康
円
の
作
品
を
比
較
し
て

二
人
の
生
き
た
時
代
に

思
い
を
馳
せ
て

く
だ
さ
い
。

（
浅
見
龍
介
）

上野博物館立面（正面）
J.コンドル　明治時代・19世紀
建築家自身による設計図面

   

必
東
京

注目

明
治
か
ら
大
正
へ
の
社
会
の
変
化
に
応

じ
た
新
し
い
姿
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
鷗
外
は
在
任
中
、
展
示
の
改
革
、

博
物
館
に
お
け
る
研
究
の
振
興
と
社
会

へ
の
公
開
な
ど
誠
実
に
そ
の
職
務
を
務

め
て
、
着
実
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
が
、

同
十
一
年
に
在
職
の
ま
ま
死
去
し
ま
し

た
。
こ
の
特
集
で
は
、
日
本
を
代
表
す

る
文
豪
の
、
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い

◎迦陵頻伽（文殊
菩薩像光背 部分）　
康円作  鎌倉時代・
文永10年（1273）
普段は文殊菩薩像に
隠れて見えません。
お見逃しなく

◎大日如来坐像
平安～鎌倉時代・12世紀
東京・真如苑蔵
耳の形、顎の肉付き、背筋
の盛り上がりなど側面だ
けでもみどころはたくさん

鷗外遺稿博物館書目解題
大正7～11年（1918～ 22）写
鷗外による館蔵品の調査成果

博
物
館
長
と
し
て
の
一
面
を
、
資
料
を

通
じ
て
明
ら
か
に
し
ま
す
。（
田
良
島
哲
）

注目の特集特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特集集集集集集集集集集集集集集集集集
気

1010
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得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 11（ 11 ）

気
に
な
る

     
こ
の
部
屋
・

こ
の
作
品

　

兵
庫
鎖
太
刀

は
、
帯お
び

取と
り

と
呼

ば
れ
る
太
刀
を

腰
に
下
げ
る
た

め
の
部
分
に
兵ひ
ょ
う

具ぐ

用
の
鎖
を
用

い
た
拵
こ
し
ら
え（
刀
身
の
外
装
）の
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
上
杉
家
か
ら
三
島
大
社

へ
奉
納
さ
れ
た
と
伝
え
る
た
め「
上

杉
太
刀
」の
号
が
あ
り
ま
す
。
鞘
は

高
蒔
絵
の
技
法
で
、
金
具
は
高
肉
彫

に
よ
っ
て
鳥
の
文
様
を
随
所
に
あ
ら

わ
し
、
華
や
か
な
だ
け
で
は
な
く
、

モ
チ
ー
フ
が
巧
み
に
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
統
一
感
も
兼
ね
備
え
て
い

ま
す
。
中
身
の
太
刀
は
拵
と
同
時
に

製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
銘
な
ど
か

ら
備
前
国
で
栄
え
た
一
文
字
派
の
作

と
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 （
酒
井
元
樹
）

元
禄
の
最
先
端
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

見
返
り
美
人
図

9
月
4
日（
火
）〜
9
月
30
日（
日
）

人
間
国
宝
の
色
の
マ
ジ
ッ
ク

耀よ
う

彩さ
い

鉢ば
ち

7
月
18
日（
水
）〜
9
月
17
日（
月
・
祝
）

　

古
代
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
た
新
羅
国

の
華
厳
僧
・
元
暁
の
事
績
を
描
い
た
高

僧
伝
絵
巻
で
す
。
王
妃
の
病
を
治
す
た

め
、
龍
宮
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
金こ
ん
剛ご
う

三ざ
ん

昧ま
い

経き
ょ
う

。
国
中
の
誰
も
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
難
解
な
経
典
を
元
暁
が
読
み
解

き
、
そ
の
徳
に
よ
り
王
妃
の
病
を
癒
や

し
た
と
い
う
物
語
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

軽
や
か
な
筆
線
と
明

る
い
色
調
、
画が

中ち
ゅ
う

詞し

に

よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
展
開

な
ど
、
鎌
倉
時
代
前
期

を
代
表
す
る
絵
巻
の
一

つ
で
す
。
同
じ
く
新
羅

の
高
僧
を
描
い
た
義ぎ

湘し
ょ
う

絵え

と
と
も
に
、
鎌
倉
時

代
に
高
山
寺
を
再
興
し

た
明み
ょ
う

恵え

周
辺
で
制
作

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 （
土
屋
貴
裕
）

本
館　
　

室  
国
宝
室

本
館　
　

室  

浮
世
絵
と
衣
装

本
館　
　

室  

近
代
工
芸

　

残
暑
の
な
か
、
竹
で
組
ま
れ
た
棚
に

は
瓢ひ
ょ
う

簞た
ん
の
実
が
下
が
り
、
筵む
し
ろ

を
敷
い

て
三
人
の
家
族
が
涼
ん
で
い
ま
す
。
み

な
無
言
で
白
い
満
月
を
静
か
に
み
つ
め

て
い
ま
す
。
砂
利
が
細
か
く
描
か
れ
て

い
て
、
近
く
に
小
川
が
あ
る
の
か
、
一

筋
の
涼
風
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
仕
事
を

終
え
た
家
族
の
ひ
と
と
き
が
静
か
に
流

れ
て
い
き
ま
す
。

　

守
景
の
子
た
ち
も
絵
師
で
し
た
が
、

息
子
は
不
行
跡
が
た
た
り
佐
渡
に
流

さ
れ
、
娘
も
父
の
も
と
を
離
れ
た
よ
う

で
す
。
こ
の
絵
を
み
て
い
る
と
、
父
に

寄
り
添
う
二
人
の
子
へ
の
守
景
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。 

（
松
嶋
雅
人
）

　

浮
世
絵
を
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る

菱ひ
し

川か
わ

師も
ろ

宣の
ぶ

晩
年
の
傑
作
で
す
。
横
顔

し
か
見
え
な
い
は
ず
の
彼
女
が
美
人
と

称
さ
れ
る
所
以
は
、
そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
セ
ン
ス
。
菊
と
桜
を
刺
繡
し
た
華
や

か
な
元
禄
袖
、
人
気
の
歌
舞
伎
役
者
・

上か
み

村む
ら

吉き

弥ち
や

に
ち
な
ん
だ
帯
結
び
。
垂

れ
髪
の
先
を
ク
ル
ン
と
ま
わ
し
て
玉
を

結
い
、
小
ぶ
り
の
挿さ
し
櫛ぐ
し
と
透
か
し
彫
り

の
簪
か
ん
ざ
し

を
さ
り
気
な
く
飾
っ
た
髪
。
観

る
者
に
大
胆
に
背
を
向
け
る
こ
と
で
、

流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
効
果
的
に
見

せ
た
姿
は
、
ま
さ
に
元
禄
期
の
最
先

端
。
鮮
や
か
な
彩
い
ろ
ど
り

と
と
も
に
是
非
皆

さ
ま
の
眼
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

 

（
金
井
裕
子
）

　

三
代
德と
く
田だ

八や

十そ

吉き
ち（
一
九
三
三
〜
二

〇
〇
九
）は
石
川
県
小
松
市
に
生
ま

れ
、
祖
父
・
初
代
八
十
吉
か
ら
九
谷
焼

上
絵
釉
薬
を
、
父（
二
代
）か
ら
現
代

陶
芸
の
創
作
性
を
学
び
、
伝
統
と
現

代
的
な
感
性
を
融
合
さ
せ
た
作
品
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
色
彩
の
濃

淡
の
微
妙
な
変
化
を
追
求
し
た
表
現

は
、
彩さ
い

釉ゆ
う

磁
器
の
新
境
地
を
切
り
開

い
た
三
代
独
自
の
表
現
で
あ
り
、
数

十
種
類
の
釉
薬
を
組
み
合
わ
せ
、
高

温
焼
成
を
繰
り
返
す
な
か
で
つ
く
り

だ
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
九
年（
一
九
九

七
）、
国
の
重
要
無
形
文
化
財「
彩
釉

磁
器
」保
持
者
認
定
。 

（
横
山
梓
）

2

本
館　
　

室  

屛
風
と
襖
絵

7

10

19

本
館　
　
　
　

室  

武
士
の
装
い

5
6

月
明
か
り
の
下
の
家
族
団
ら
ん

国
宝　

納
涼
図
屛
風

7
月
24
日（
火
）〜
9
月
2
日（
日
）

◉
納
涼
図
屛
風

久
隅
守
景
筆  

江
戸
時
代
・
17
世
紀

守
景
の
卓
抜
し
た
画
技
の
高
さ
が
親
子
の
物
語
を
紡

ぎ
出
す

耀彩鉢
3代 田八十吉作  昭和59年（1984）
青と緑の釉がつくりだすグラデーションが美しい

◉群鳥文兵庫鎖太刀
鎌倉時代・13世紀
中世の外装とその刀身が現存する例は極め
て稀です

華
や
か
な
外
装
と
刀
身
の
セ
ッ
ト

国
宝　

群ぐ
ん

鳥ち
ょ
う

文も
ん

兵ひ
ょ
う

庫ご

鎖く
さ
り
の

太た

刀ち

7
月
24
日（
火
）〜
10
月
14
日（
日
）

◉
華
厳
宗
祖
師
絵
伝

元
暁
絵  

巻
下

鎌
倉
時
代
・
13
世
紀

京
都
・
高
山
寺
蔵

元
暁
、
金
剛
三
昧
経
を

講
讃
す
る
と
こ
ろ

見返り美人図
菱川師宣筆 江戸時代・17世紀
小袖の文様は金泥も
用いて豪華絢爛

奇
跡
の
経
典
、
龍
宮
よ
り
来
た
る

国
宝  

華け

厳ご
ん

宗し
ゅ
う

祖そ

師し

絵え

伝で
ん

　

 

元が
ん

暁ぎ
ょ
う

絵え 

巻
下

8
月
21
日（
火
）〜
9
月
17
日（
月
・
祝
）

1111

総合文化展 ▲  見どころ案内
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得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 12（ 12 ）

教育普及事業

国宝 華厳宗祖師絵伝  元暁絵
日時 ： 8月24日（金）18：30～19：00  本館20室
講師 ： 土屋貴裕（絵画・彫刻室研究員）
新羅の高僧元暁の奇跡の物語。その魅力をご紹介
します。（展示に関する詳細は11ページ参照）

鎌倉彫刻の彩色
日時 ： 9月4日（火）14：00～14：30　本館20室
講師 ： 丸山士郎（教育講座室長）
康円作品を中心に、仏像の彩色についてお話しま
す。（展示に関する詳細は10ページ参照）

＊9月21日（金）秋の特別公開関連列品解説につい
ては2～ 3ページ参照

［電子メール、ウェブサイトフォーム］事前申込制

子どもツアー＆ファミリーツアー
「トーハク劇場へようこそ！」
トーハクには、古い歴史をもったものがたくさん！展示室にある土器や仏像、
むかしの絵…それぞれの作品が、語りかけてくるツアーです。劇場にお芝居を
観に行くような、わくわくした気分で楽しんでください。

ファミリーツアー（対象：小学1～ 3年生とそのご家族）
A：8月25日（土）、B：8月26日（日）、C：9月29日（土）、D：9月30日（日）
いずれも10：00～11：00

子どもツアー（対象：小学 4～ 6年生の子ども）
E：8月25日（土）、F：8月26日（日）、
G：9月29日（土）、H：9月30日（日）
いずれも13：00～14：00
参加費 ： 無料（大人は当日の入館料が必要です）
＊ 子どもツアー（E～H）は対象年齢内であれば、
きょうだい、お友だち同士で3人まで一緒に応募することが可能です。
定員：ファミリーツアー（A～D）は各回10組、子どもツアー（E～H）は各回20名（応
募者多数の場合は抽選）
＊ 子どもツアー（ E～H）は子どもたちだけを対象にしたプログラムです。保護
者の方の見学をご遠慮いただく場合がございます。
申込方法：電子メールで①参加者全員の氏名（ふりがな）と子どもの場合は学
年、②郵便番号・住所、③電話番号、④希望の回（A～Hのいずれか）を記入の
上、下記申込先へお送りください。当館ウェブサイト上の申込フォームからも
お申し込みいただけます。

申込先：教育普及室 「トーハク劇場へようこそ！」係  電子
メール  edu@tnm.jp（件名に「○月○日ファミリーツ
アーもしくは子どもツアー」とご記入ください）
申込締切：A・B・E・Fは8月9日（木）必着、

C・D・G・Hは9月13日（木）必着

知る楽しみ、学ぶ喜び

講座・講演会・解説
講演会

東京国立博物館140周年月例講演会
日本美術応援団、東京国立博物館を応援する
知られざるトーハクの魅力について語る公開対談。展示作品についてはもちろ
ん、トーハクで撮ったヘンな写真も存分にお見せする予定です。
日時 ： 8月4日（土）13：30～15：00
講師 ： 赤瀬川原平（作家）、南伸坊（イラストレーター、エッセイスト）、
山下裕二（明治学院大学教授）

＊ 平成館大講堂前にて9：40より整理券を配布します。
＊ 整理券はお1人様1枚です。

東京国立博物館140周年月例講演会
『盲学校のためのスクールプログラム』から始める博物館のアクセシビリティ
みんなが楽しむ博物館のための第一歩
盲学校対応を始めてみえてきた、博物館を楽しむための工夫についてお話します。
日時 ： 9月1日（土）13：30～15：00
講師 ： 半田こづえ（筑波大学大学院）、鈴木みどり（ボランティア室長）

＊会場は開始の30分前。いずれも会場は平成館大講堂、定員380名（先着順）、
聴講無料（ただし当日の入館料は必要）

列品解説
密教法具の輝き
日時 ： 8月7日（火）14：00～14：30　本館13室
講師 ： 伊藤信二（教育普及室長）
密教では、儀式の進行やその道場を飾る、独特の仏具が使用されます。密教
法具の魅惑的な造形と輝きをお楽しみください。

大人も子どもも楽しめる

展示＆ツアー
親と子のギャラリー

つくり方を知れば、見方がわかる！見方がかわる！
「日本美術のつくり方 Ⅲ」

7月24日（火）～ 9月2日（日）
本館 2階　特別 2室
この作品、いったいどうやってつくったんだろ
う？材料は何でできているの？夏休み恒例の
「親と子のギャラリー」シリーズ。今年は「日本
美術のつくり方 Ⅲ」と題し、伝統的な日本美術
の技法 4つについて、制作の順を追った工程の
見本と実物の作品とをならべながら、わかりやすくご紹介します。とりあげ
るのは、「押

おし

出
だし

仏
ぶつ

」、「螺
ら

鈿
でん

」、「甲
かっ

冑
ちゅう

」、「象
ぞう

嵌
がん

」とよばれるもののつくり方です。
子どもから大人まで楽しんでいただける展示です。
（11ページ「教えて！なぜなにトーハク」では「押出仏」の詳細を紹介）

関連プログラム
ギャラリートーク「日本美術のつくり方 Ⅲ」
4つの技法紹介
日時 ： 8月2日（木）14：00～、10日（金）19：00～、
21日（火）14：00～
講師：伊藤信二（教育普及室長）

押出仏のつくり方
日時 ： 8月31日（金）19：00～
講師 ： 瀬田愛子（押出仏制作工程模型作者）
会場 ： 本館特別2室　＊各回30分程度　＊直接会場にお越しください。

す
ー

員
記

大

展

どんなお話をして
くれるのかしら？

＊「東京芸術大学学生ボランティアによるワークショップ」と「こどもたちのアートスタジオ」は1
回の申込で最大2名様までお申し込みいただけます。複数名でご参加の場合、参加の可否のお
知らせをお届けするため、必ず参加者全ての方のご住所をご記入ください。

＊事前申込制のプログラムにお申し込みいただいた方へは、当落に関わらずご連絡いたします。

実施日の3日前までに、受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので
各申込先にお電話でお問い合わせください。電話03-3822-1111（代表）
＊各種催し物のご応募の際ご提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させていただき
ます。終了後はすみやかに破棄します。

私もトーハク応援団♪
 一緒に魅力を語りたいわ

保
存
と
修
理
情
報
2

チ！

◎文殊菩薩騎獅像
康円作
鎌倉時代・文永10年（1273）

紫裾濃威筋兜
江戸時代・18世紀

ぼくはみんなと
お友達だから、いつも
おしゃべりしてるほ

1212
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得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

8
・
9
月
号

仮 13（ 13 ）

東
日

＊
＊

東
『
み

＊

密

つ
「

ギ
4

押

あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

こどもたちのアートスタジオ
「おとなの根

ね

付
つけ

作り」
子どもたちに人気のワークショップを、
大人の方（高校生以上）向けにしたプ
ログラムです。江戸時代のおしゃれアイ
テムであった根付の制作にチャレンジ
していただきます。本館2階で展示さ
れている高円宮コレクションの現代根
付を中心に観賞した後、個性豊かな根
付を粘土で作ってみましょう。
日程 ： 9月2日（日）
時間 ： 13：30～15：30（120分）
会場 ： 平成館 小講堂
対象 ： 一般（高校生以上）
定員 ： 15名程度（応募者多数の場合
は抽選）
参加費 ： 無料（ただし当日の入館料が
必要）
申込方法 ： 往復はがき、または当館
ウェブサイトの申込フォームで①参加
者全員の氏名（ふりがな）、②郵便番号・
住所、③電話番号（FAX番号）を記入の上、下記申込先へお送りください。
＊ 12ページ欄外注意事項もご覧ください。
申込締切 ： 8月13日（月）必着
申込先 ： 〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館ボランティア室　「9月2日根付作り」係

制作工程模型展示
国宝「紅

こう

白
はく

芙
ふ

蓉
よう

図
ず

」ができるまで 
―東洋絵画の絵具の秘密―
東洋絵画では古代から現代に至るま
で、鉱物・植物・動物・昆虫など、自然界
にある様々な材料を加工して使ってき
ました。それらの材料の特色を巧みに
活かした描き方の一例を、中国の南宋
時代・慶元3年（1197）に宮廷画家の
李
り

迪
てき

によって描かれた国宝「紅白芙蓉
図」の制作工程模型でご紹介します。
制作の順を追って忠実に再現したこの
模型を通して、作品が仕上っていく様
子をご覧いただきます。
（東京芸術大学大学院美術研究科
文化財保存学専攻博士課程
保存修復日本画研究室  石井恭子）

東京芸術大学学生ボランティアによるギャラリートーク
「国宝　紅白芙蓉図ができるまで―東洋絵画の絵具の秘密―」
模型を利用して国宝「紅白芙蓉図」が完成するまでのプロセスをわかりやすく解説す
るとともに、工程模型作者だからこそ知り得た知見を通して作品の魅力にアプロー
チします。
日時 ： 8月8日（水）、9月26日（水）　15：30～15：50
場所 ： 本館20室　集合場所 ： 本館1階エントランス

東京芸術大学学生ボランティアによるワークショップ
「国宝  紅白芙蓉図ができるまで―東洋絵画の絵具の秘密―」

［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

制作工程模型で実際に使用した絵
具に触れ、解説者が実際に絵具を
溶く様子を見学していただいた後、
本館20室にある制作工程模型を
使って絵具の秘密を解説します。
鉱物を原料とする絵具は、粒子の
大きさによって色の濃さが変わり
ます。見た目は同じような粉状で
も実際に手で触ると色によって手
触りが全く異なることがわかりま
す。動植物を原料にした染料の絵
具は、見た目も様々。絵具に触れ
ることによって、新たな視点から
作品に興味をもっていただければ幸いです。
日程 ： 9月9日（日）
時間 ： 13：30～14：30（60分）
解説者 ： 石井恭子（制作工程模型作者）
会場 ： 平成館 小講堂
対象 ： 一般（高校生以上）
定員 ： 30名（応募者多数の場合は抽選）
参加費 ： 無料（ただし当日の入館料が必要）
申込方法 ： 往復はがき、または当館ウェブサイトの申込フォームに①参加者全員
の氏名（ふりがな）、②郵便番号・住所、③電話番号（ FAX番号）を記入の上、下記
申込先へお送りください。
＊ 12ページ欄外注意事項もご覧ください。
申込締切 ： 8月20日（月）必着
申込先 ： 〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館ボランティア室
「9月9日芸大ボランティア
ワークショップ」係

＊「東京
回の
知ら
＊事前

　

昨
年
の
三
月
十
一
日
の
津
波
の
被
害
を
う
け
、

陸
前
高
田
市
立
博
物
館
、
海
と
貝
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
埋
蔵
文
化
財
収
蔵
庫
か
ら
救
出
さ
れ
た
資

料
は
、
現
在
陸
前
高
田
市
内
の
小
学
校
に
搬
入

さ
れ
保
管
中
で
す
。
そ
の
数
は
、
収
蔵
品
総
数
三

十
六
万
点
の
内
の
半
数
以
上
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
資
料
は
総
て
海
水
と
ヘ
ド
ロ
を
被
っ
て
い

る
た
め
、
乾
燥
さ
せ
た
だ
け
で
は
将
来
的
な
安
全

性
が
保
証
で
き
ま
せ
ん
。
先
ず
は
安
定
化
を
図
る

た
め
、
真
水
を
用
い
た
脱
塩
と
洗
浄
作
業
を
行
っ

た
上
で
乾
燥
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
作
業
を

安
定
化
処
理
と
言

い
ま
す
。
作
業
は
現

地
の
職
員
が
中
心

と
な
り
、
N
P
O

法
人
文
化
財
保
存

支
援
機
構
や
女
子

美
術
大
学
刺
繡
研

究
室
の
協
力
を
得

て
延
々
と
続
い
て

い
ま
す
が
、
あ
と

数
年
は
掛
か
る
見

込
み
で
す
。
安
定

化
処
理
を
終
え
た

資
料
か
ら
本
格
修

理
が
順
次
開
始
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
支
援
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
保
存
修
復
課
長 

神
庭
信
幸
）

保
存
と
修
理
情
報
12

被
災
文
化
財
の
処
置
は

こ
れ
か
ら
が
本
番

10 0 0 年後の未来に    バトンタッチ！
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根付を観賞する高円宮コレクション室

◉紅白芙蓉図
李迪筆　南宋時代・慶元3年（1197）
＊ 期間中、原本の展示はありません

顔料と染料で彩色をしたもの

芙蓉の花の部分に塗る顔料を
溶いたもの
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東京国立博物館　秋のコンサート
～珠玉の音色のザラフィアンツと世界のボリショイ劇場のバリトン～

日時 ： 9月30日（日）　開場14：00　開演14：30
会場 ： 平成館ラウンジ
出演 ： エフゲニー・ザラフィアンツ（ピアノ）、ミハイル・ディヤコフ（バリトン）
曲目 ： ［第1部］　ミハイル・ディヤコフ　【バリトン】
ルビンシュテイン ： 「デーモン」　デーモンの3つのロマンスより
ラフマニノフ ： 「アレコ」アレコのカヴァチーナ
ヴェルディ ： リゴレット
ジョルダーノ ： アンドレア・シェニエ　ほか
［第2部］　エフゲニー・ザラフィアンツ　【ピアノ】 
ショパン ： ピアノソナタ2番（葬送付）
ショパン ： ノクターン13番
料金 ： 5,000円　友の会割引　4,000円　全席自由
＊当日は、コンサートチケットで、総合文化展をご観覧いただけます。
主催：東京国立博物館　サロン・ド・ソネット

チケットのお求め方法
○当館正門チケット売場での販売
　 受付時間 ： 開館日の9：30 ～閉館の30分前まで（月曜休館　ただし8/13、
9/17は開館、9/18は閉館）

○電話予約販売
　申込先 ： 東京国立博物館　総務課イベント担当　TEL：03-3821-9270
　受付時間 ： 月曜日～金曜日　9：30 ～17：00（土日・祝休日は除く）
　 引換方法 ： 公演当日、9：30 ～当館正門チケット売場にて現金引換えにて
お渡しします。

＊各イベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。

＊お車でのご来館はご遠慮ください

日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
株式会社 精養軒 様
大日本印刷株式会社 様
毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞社 様
三菱商事株式会社 様

特別会員 維持会員個人
木村 則子 様
髙木 聖鶴 様
早乙女 節子 様
伊藤 信彦 様
井上 萬里子 様
䉤内 匡人 様
服部 禮次郎 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
佐々木 芳絵 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
久保 順子 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様

帖佐 誠 様
飯岡 雄一 様
峯村 協成 様
牧 美也子 様
髙瀬 正樹 様
坂井 俊彦 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
是常 博 様
上野 孝一 様
北山 喜立 様
山田 泰子 様
髙橋 徹 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
岡田 博子 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
川澄 祐勝 様
神通 豊 様
永久 幸範 様
五十嵐 良和 様
石川 公子 様
池田 真 様
青山 千代 様

永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
辻 泰二 様
竹下 佳宏 様
野澤 智子 様
野﨑 弘 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
脇 素一郎 様
木谷 騏巳郎 様
髙梨 兵左衛門 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
堤 勝代 様
平井 千惠子 様
髙谷 光宏 様
青山 道夫 様
髙橋 靜雄 様
田中 千秋 様
小西 晫也 様
澁谷 洋志 様
清川 勉 様
ozawayuko 様
仙石 哲朗 様
中井 伸行 様
田中 望 様

三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
大森 雅子 様
折越 卓哉 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
上塚 建次 様
鏡 賢志 様
山田 輝明 様
高久 真佐子 様
平山 利恵 様
井出 雪絵 様
佐藤 禎一 様
岡本 博司 様
岡本 恭子 様
田中 榮二 様
谷川 紀彦 様
山口 隆司 様
原 一之 様

会田 健一 様
桐畑 政義 様
相良 多恵子 様
熊谷 勝昌 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
櫻井 恵 様
伊佐 健二 様
福井 一夫 様
軽部 由香 様
阿部 明美 様
酒井 弘文 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
菊地 昌弌 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
鈴木 春朝 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
樽本 英信 様
本條 陽子 様
西原 賢一 様

加藤 康幸 様
安田 格 様
原田 清朗 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
山形 哲也 様
尾﨑 邑鵬 様
山本 雅司 様
倉片 康雄 様
栗山 哲夫 様
安達 務 様
山根 宗芳 様
梅本 聖 様
榎本 享世 様
田頭 一舟 様
岡田 良雄 様
阿部 和加子 様
井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
熊谷 誠治 様
杉山 恭規 様
山田 浩一 様
秋元 あかね 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
村井 明美 様
久保田 哲暁 様

維持会員団体 
TBS 様
株式会社 三冷社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 東京美術 様
株式会社 鶴屋吉信 様
日本通運株式会社 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
株式会社 東京書芸館 様
インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様

株式会社 小西美術工藝社 様
公和図書株式会社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 アクト・ヒューマンリード 様
キョーリン製薬ホールディングス株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
株式会社 ミューズエンターテインメント 様
公益社団法人 創玄書道会 様
株式会社 アルカ 様
朝陽書道会 様
社団法人 書芸文化院 様

凸版印刷株式会社 様
ブルガリ ジャパン株式会社 様
財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
シティバンク銀行株式会社 様
株式会社 ミュージアムスタイルカフェ 様
株式会社 東芝 様

イベント開催のお知らせ

INFORMATION

東京国立博物館賛助会員　2012年6月26日現在

9月17日（月・祝）は総合文化展無料！
9月第3月曜日の敬老の日は、総合文化展が無料でご覧いただけます。

東京国立博物館賛助会員募集のご案内
東京国立博物館では賛助会員制度を設け、当館の
活動を幅広くご支援いただいております。賛助会員
よりいただいた会費は、文化財の購入・修理、調査
研究・総合文化展・施設整備等の充実にあてており
ます。どうか賛助会の趣旨にご理解ご賛同いただ
き、ご入会くださいますようお願い申し上げます。

入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効。
賛助会員には、特別会員と維持会員の2種類があり
ます。
◉年会費
　特別会員　100万円以上
　維持会員　法人　20万円 ／ 個人　5万円

◉主な特典
●特別展の内覧会にご招待
●東京国立博物館ニュースの送付
◉お問合せ
　東京国立博物館総務部　賛助会担当  
　電話 03-3822-1111（代）

＊賛助会員のお申込は随時受け付けております。

小塚 泰博 様
星 八郎 様
星 弘道 様
熊谷 潤子 様
佐野 豊進 様
田中 節山 様
髙木 聖雨 様
久保 和樹 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
稲岡 稔 様
関口 大志 様
中山 文子 様
山口 登 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様

ほか66名3社、順不同

特別展
「中国 王朝の至宝」ご招待券プレゼント

本誌4ページで紹介した特別展「中国　王朝の至宝」（ 10月10
日〈水〉～12月24日〈月・休〉）のご招待券を抽選で10組20名
様にプレゼントします。締切は9月21日（金）必着。

◉プレゼントの応募方法
はがきに住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、職業、ならびにこの
号で一番面白かった企画、なぜなにトーハク（本誌7ページ）で聞
きたいことをご記入のうえ、下記までお送りください。発表は発送
をもって替えさせていただきます。

〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館  広報室「ニュース8・9月号」プレゼント係
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。
中
に
は
「
応
挙
館
」や
「
九
条
館
」と
い
っ
た

固
有
名
詞
を
織
り
込
ん
だ
ト
ー
ハ
ク
な
ら
で
は
の
句
も

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
投
句
い
た
だ
き
ま
し
た
沢
山
の
作

品
の
中
か
ら
、
こ
こ
に
館
長
賞
一
名
、
副
館
長
賞
二
名
、

桜
賞
三
名
を
発
表
い
た
し
ま
す
。
受
賞
者
の
皆
様
に
は

記
念
品
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

館
長
賞

百
歳
を
生
き
て
今
年
の
桜
か
な　

三
木
谷
美
和

　

副
館
長
賞

花
咲
か
す
古
木
に
苔
の
や
は
ら
か
き　

後
藤
弓
寿

伎
楽
面
桜
並
木
を
踊
り
し
日　

増
田
緑

　

桜
賞

花
び
ら
の
心
に
落
つ
る
午
後
三
時　

高
坂
虚
路

鍋
島
の
白
磁
に
花
を
閉
じ
込
め
て　

高
橋
美
代
子

佇
ち
つ
く
す
花
ふ
ぶ
き
す
る
た
だ
中
に　

鳥
井
月
清

10月6日（土）は留学生の日です
日本の学校に所属する留学生、ALT（外国語指導助手）および、その同行者は
総合文化展が無料となります。留学生のためのガイダンスや、ボランティアによ
る各種ガイドツアー・お茶会（有料・当日申込制）など、さまざまなイベントも実
施されます。お誘い合わせのうえ、ぜひご来館ください。
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◉VR作品「江戸城－本丸御殿と天守－」
7月6日（金）～9月30日（日）の金・土・日・祝日

TNM＆TOPPANミュージアムシアター

国立博物館の展示案内
〈京都国立博物館〉
特別展覧会「古事記1300年　出雲大社大遷宮　大出雲展」  
7月28日（土）～ 9月9日（日）

〈奈良国立博物館〉
特別展「頼朝と重源　－東大寺再興を支えた鎌倉と奈良の絆－」
7月21日（土）～ 9月17日（月・祝）

〈九州国立博物館〉
特別展「美のワンダーランド　十五人の京絵師」
7月10日（火）～ 9月2日（日）

東京国立博物館友の会＆パスポート

       年会費 1万円
       発行日から1年間有効
【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の総
合文化展・平常展は何度でもご覧いただけます。特別
展に関しては、観覧券を12枚配布。そのほか、本誌
の定期郵送などさまざまな特典があります

          一般4,000円  学生2,500円
          発行日から1年間有効
【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の総
合文化展・平常展は何度でも、お好きな6つの特別展
を1回ずつ計6回までご覧いただけます
＊建物の改修等のため、京都国立博物館の平常展示
館、東京国立博物館東洋館・表慶館・黒田記念館など一
部展示館を閉館しています。

◉お申し込みは当館窓口、郵便振替または
　当館ウェブサイトで
【郵便振替でのお申込】
●振替用紙には郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電
話番号・職業・年齢・性別・メールアドレスを楷書でご
記入ください
●振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パス
ポートが届くまで保管しておいてください
●振替手数料はお客様の負担となります
●ご入金確認日より会員証、パスポートがお手元に届
くまで2週間程かかります

友の会
加入者名（振替先）東京国立博物館友の会
口座番号00160-6-406616

パスポート
加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート
口座番号00140-1-668060
●振替用紙には申込区分（一般か学生）、学生の場
合は、生徒手帳か学生証のコピーを郵送またはFAX
でお送りください

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）  友の会・パスポート担当
FAX 03-3821-9680

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内
本誌の定期購読をご希望の方は、年間（6冊分）1,000
円の送料・事務費のご負担でご自宅にお届けします

◉お申込は郵便振替で
加入者名（振替先）東京国立博物館ニュース
口座番号 00100-2-388101
●振替用紙には郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電
話番号を楷書でご記入ください
●振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年
間保管しておいてください
●振替手数料はお客様のご負担となります
●次号より送付ご希望の場合、締切は2012年9月10
日です

東京国立博物館メールマガジンのご案内
特別展・各種催し・展示替・ウェブサイト更新などの情
報をいち早くお届けします
●ご登録はhttp://www.tnm.jp/から

東京国立博物館利用案内
開館時間 9：30～17：00
  2012年3月～12月の特別展開催期間中の毎

週金曜日は20：00まで開館
  2012年9月21日（金）は22：00まで特別夜間開館
  2012年10月20日（土）は21：00まで開館
  2012年3月20日～9月の土日祝休日は18：00

まで開館（入館は閉館の30分前まで）
休館日  原則として月曜日（祝日・休日にあたる場合は開館、

翌火曜日休館）、年末年始（2012年12月25日～
2013年1月1日）。

総合文化展観覧料金　
 一般600（500）円、大学生400（300）円
●（　）内は20名以上の団体料金
●障がい者とその介護者1名は無料です。入館の際
に障がい者手帳などをご提示ください
●満70歳以上、高校生以下および18歳未満の方の総合
文化展観覧は無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生
徒手帳、健康保険証、運転免許証など）をご提示ください
●9月17日（月・祝）は総合文化展無料
＊各種イベント等のお申込に際してご提供いただいた
個人情報は、当該の目的にのみ使用させていただきま
す。当館は個人情報に関する法令を遵守し、適正な管
理・利用と保障に万全を尽くします

TOPICS

友の会

パスポート

上野公園リニューアル＆カフェオープン
東京国立博物館の正門前の恩賜上野公園竹の台地区が、今年の春に大規
模改修工事を終えて新しくなりました。噴水の周りにはウッドデッキも新設さ
れ、たくさんの人々がくつろい
でいます。園内には、スター
バックス 上野恩賜公園店（ 8：
00 ～ 21：00、不定休）と上野
の森PARK SIDE CAFÉ（平
日10：00 ～ 21：00、土日祝9：
00 ～ 21：00）がオープン。両店
ともテラス席があり、開放感の
ある中で喫茶やお食事を楽し
めます。

表紙 ： （上から）染付羊歯文大皿  伊万里  江戸時代・18～19世紀、染付扇面楼閣山水図大皿  江戸時代・19世紀、染付洗象図大皿  伊万里  江戸時代・18～19世紀
　　　

『MUSEUM』638号（2012年6月15日発行）の掲載論文

①「中国墓葬における人面・獣面鎮墓獣と鎮
墓武士俑の成立」

 吉村苣子
②「神護寺山水屏風の秋―七夕と網代―」
 泉万里
③「江戸初期鷙鳥図における「鷹と鶴」につ
いての考察―塩鶴屛風をてがかりに―」
小野真由美（当館出版企画室）

価格：1500円
お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは
中央公論事業出版（電話03-3535-1321）

VR作品「江戸城－本丸御殿と天守－」より 【監修】東京国立博物館  【制作】凸版印刷株式会社

「旧江戸城写真帖」（蜷川式胤編、横山松三郎
撮影、高橋由一着色 明治4年（1871））より「中
之門・重箱櫓（第三十一図）」

スタンプラリー記念品ができました！

140周年パンフレットのスタンプラ
リーの記念品ができました。「松林
図屛風」をデザインしたメモ帳と、
トーハクくんかユリノキちゃんの
チャーム付ボールペンのセットで
す。
毎月変わるスタンプを6つ集めた
方に差し上げます（先着3,000名
様）。是非ご参加ください。

およそ265年間にわたり徳川15代の征夷大将軍の居城であり江戸幕府の中心
であった江戸城。豪華絢爛な本丸御殿、明暦の大火で焼失した寛永の天守など、
現存しない江戸城を、残された図面とバーチャルリアリティ技術によって再現。臨
場感ある映像でご覧いただきます。あわせて、当館の所蔵品で明治4年（1871）
に撮影された『旧江戸城写真帖』により、明治時代の江戸城の姿と現在の風景と
を対比してご紹介。時代を超えて蘇った江戸城へのバーチャルトリップをお楽しみ
ください。

●10：00，11：00，12：00，14：00，15：00，16：00上演　各回30名
＊ 当日予約制　上演開始10分前までに本館1階エントランスにて受付
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1
土

時間延長（18:00まで）　 「みんなが楽しむ博物館の第一歩」13:30
平成館大講堂　 11：00　 13：30　 14：00　 15：00

2
日

時間延長（18:00まで）　 「おとなの根付作り」13：30
14：00　 14：30

3
月

休館日

4
火

列品解説「鎌倉彫刻の彩色」14：00 本館20室＊1　
13：00

5
水

6
木

7
金

夜間開館（20:00まで）　 15：00

8
土

時間延長（18:00まで）　 14：00　 14：30

9
日

時間延長（18:00まで）　芸大ワークショップ「国宝  紅白芙蓉図がで
きるまで」13：30 平成館小講堂＊7　 12：30，14：00

10
月

休館日

11
火

12
水

13：30　 14：00

13
木

14：00　 14：00

14
金

14：00　 14：30

15
土

時間延長（18:00まで）　プレオープンツアー「東洋館をめぐる旅」11：00，14：00　東洋館＊8

（手話通訳付）11：00　 12：00，14：00（手話通訳付）　 13：30　 15：00

16
日

時間延長（18:00まで）　 12：00　 14：00

17
月・祝

時間延長（18:00まで）　総合文化展無料観覧日

18
火

休館日

19
水

プレオープンツアー「東洋館をめぐる旅」11：00，14：00　東洋館＊8

20
木

14：00　 15：00

21
金

特別夜間開館（ 22:00まで）　列品解説「贈られた名品」11：00、18：30 本館特別1室＊1、列品解説「ただ一人の写真の帝室技芸員
-小川一真 -」14:00 本館20室＊1、列品解説「広田不孤斎の茶道具について」16:00 本館4室＊1　 14：00　 15：00

22
土・祝

時間延長（18:00まで）　 14：30

23
日

時間延長（18:00まで）　 11：00　 14：00

24
月

休館日

25
火

13：00

26
水

芸大トーク「国宝  紅白芙蓉図ができるまで」15：30 本館20室＊3

13：30

27
木

14：00

28
金

14：30

29
土

時間延長（18:00まで）　ファミリーツアー 10:00＊6　
子どもツアー13:00＊6　 14：00  

30
日

時間延長（18:00まで） ファミリーツアー10:00＊6  子どもツアー13:00＊6

♪東京国立博物館  秋のコンサート14：30 平成館ラウンジ＊9　　 14：00

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
　
第

714
号
　
平
成

24
年

8
月

1 日
発
行（
隔
月

1
回

 偶
数
月
発
行
）　
編
集
／
東
京
国
立
博
物
館

 広
報
室
　

©
東
京
国
立
博
物
館

発
行
／
東
京
国
立
博
物
館
　
〒

110 ‐
8712 東

京
都
台
東
区
上
野
公
園

13 ‐
9 　

T
E

L 03 ‐
3822 ‐

1111 （
代
表
）＊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト〈

U
R

L
〉http

://w
w

w
.tnm

.jp
/ 　
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト〈

U
R

L
〉http

://w
w

w
.nich.g

o.jp 　
デ
ザ
イ
ン
／

D
_C

O
D

E 　
制
作
／
凸
版
印
刷
株
式
会
社

1
水

14：00

2
木

ギャラリートーク「日本美術のつくり方Ⅲ」14：00 本館特別2室＊1

3
金

夜間開館（20:00まで）　ギャラリートーク「社会・生活への
“挑戦”」18：30（詳細5ページ参照）　 15：00

4
土

時間延長（18:00まで）　 「日本美術応援団、東京国立博物館を
応援する」13:30 平成館大講堂　 14：00　 15：00

5
日

時間延長（18:00まで）  記念講演会「対談 中国画の現代変革」 13：30（詳細
5ページ参照）　 「根付作り」13：30 平成館小講堂＊2　 14：00　 14：30

6
月

休館日

7
火

列品解説「密教法具の輝き」14：00 本館13室＊1

8
水

芸大トーク「国宝　紅白芙蓉図ができるまで」15：30 本館20室＊3

9
木

14：00

10
金

夜間開館（20:00まで）  ギャラリートーク「日本美術のつくり方Ⅲ」19：00 本館特別2室＊1   
ギャラリートーク「西洋画法への“挑戦”」18：30（詳細5ページ参照）　 14：00　 14：30

11
土

時間延長（18:00まで）　記念講演会「青山杉雨コレクション」
13：30平成館大講堂＊4　 14：30

12
日

時間延長（18:00まで）　　

13
月

14
火

15
水

16
木

15：00

17
金

夜間開館（20:00まで）　ギャラリートーク「伝統への“挑戦”」
18：30（詳細5ページ参照）　 15：00

18
土

時間延長（18:00まで）　 12：00，14：00　 15：00

19
日

時間延長（18:00まで）　 12：00　 14：00

20
月

休館日

21
火

ギャラリートーク「日本美術のつくり方Ⅲ」14：00 本館特別2室＊1

22
水

23
木

14:00

24
金

夜間開館（20:00まで）　連続講座「東洋美術をめぐる旅」  13：00  平成館大講堂＊5

列品解説「国宝 華厳宗祖師絵伝  元暁絵」18:30  本館20室＊1　 14：30

25
土

時間延長（18:00まで）　連続講座「東洋美術をめぐる旅」 13：00  平成館大
講堂＊5  ファミリーツアー10:00＊6　子どもツアー13:00＊6　 14：30

26
日

時間延長（18:00まで）  連続講座「東洋美術をめぐる旅」13：00  平成館大講堂＊5 
ファミリーツアー10:00＊6　子どもツアー13:00＊6　 11：00　 14：00

27
月

休館日

28
火

29
水

30
木

31
金

夜間開館（20:00まで）　ギャラリートーク「日本美術のつくり方Ⅲ」
19：00 本館特別2室＊1

＊1：詳細は本誌12ページ　＊2：事前申込制。詳細は前号13ページ　＊3：芸大ギャラリートーク。詳細は本誌13ページ
＊4：事前申込制。詳細は前号2ページ　＊5：事前申込制。詳細は前号5ページ　＊6：事前申込制。詳細は本誌12ペー
ジ　＊7：事前申込制。詳細は本誌13ページ　＊8：事前申込制。詳細は本誌6ページ　＊9：詳細は本誌14ページ

本＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所 :本館1階エントランス
浮＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所 :本館1階エントランス 
陶＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合場所 :本館1階エントランス 
彫＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所 :本館1階エントランス 
樹＝ ボランティアによる樹木ツアー（8月は休止します）、集合場所 :本館1階エントランス 
考＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所 :平成館考古展示室入口 
法＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所 :法隆寺宝物館１階エントランス 
茶＝ ボランティアによる応挙館での茶会、集合場所 :本館1階エントランス（8月は休止しま

す、参加費500円、先着30名、開始30分前に集合場所で整理券配布） 
庭＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー　集合場所 :本館1階エントランス（8月は休止しま

す、先着20名、開始30分前に集合場所で整理券配布）

英＝ボランティアによる英語ガイド（日本美術の流れ）、集合場所 :本館1階エントランス 
建＝ボランティアによるたてもの散歩ツアー（8月は休止します）、集合場所 :本館1階エントランス 
作＝ ボランティアによるこどもたちのアートスタジオ（事前申込制。8/5分は申込は締切りました。

9/2分の詳細は本誌13ページをご覧ください。） 
9/1（土）～ 9/30（日）の色文字表記の回は通常の内容に「秋の特別公開」（詳細は本誌 2、3ペー
ジ )に関連した解説を含みます
屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります。
月＝月例講演会、詳細は本誌12ページをご覧ください
　＝ミュージアムシアター「江戸城－本丸御殿と天守－」（7/6～ 9/30）、上映　10:00 11:00 
12:00 14:00 15:00 16:00 各回30名、集合場所 :本館1階エントランス 詳細は当館ウェブサイ
トでご確認ください）

「青山杉雨の眼と書」展
親と子のギャラリー

「中国山水画の20世紀」展

秋の特別公開
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